
健康づくり活動に参加 している人々の健康観に関する実態調査（２）

一運動の継続と健康習慣、 健康状態、 健康保持能力一

見 城 道 子、 江 上 京 里、 守 屋 治 代、 山 元 由 美 子

本研 究は継 続研 究であり、掛州 耐 東遠カルチャーパーク総 合体 育館さんり一な」を利用してい

た２０歳 以上の男 女のうち、昨 年度の質 間紙 調査に おいて同 意書の 返送と継続 研究 への参加の

意 思表示のあった ２５４名 を対 象に、運動を継続 する人の 健康習 慣、健 康状 態、健康 保持 能カ、

運動を継 続または中断した理 由につき質間紙 調査を実施した。

質 間紙は 昨年 度の調査 から１ 年後の 平成１９ 年 ８月 に郵送 法で配付し、返信 用封筒 にて返 送

してもらい 回 収 した
。
回 収 率 は ７５．９％ であり、

そ のうち 有 効 回 答 は ８１，３％（１５７ 部）であっ た。
対 象

の健 康習 慣、健 康状態、健康 保持能 カは、国民標 準値より高く保た れていた。 運動習 慣のある人

は
、
全 体 の ６６，１％ で あり、

そ のうち ２ 牢 以 上 運 動 習 慣 の ある人 は ４５．９％ であった。
２ 年 以 上 運 動

習 慣あり、１ 年運 動習 慣あり、運動 習慣なしの３群間では、健 康状 態の指標としたＳＦ－３６ｖ２下位 尺

度のｒ活 か （Ｗ）およびｒ心の 健康」（ＭＨ）に有意な差がありこれらは 運動習 慣と関連があることが

わかった。 その他 の指標 については、３ 群間 の得点 に有意 差は見られなかった。

Ｉ、研究の背景と目的

ｒ２１ 世紀国民健康づくり運 軌 は、２０００年に開

始され、厚生労働省は運動習１貫のある者の増加

を推進している（厚生統計協会２００７）。しかしな

がら、運動習贋者の割合は、男女とも３割前後に

とどまり（国民健康栄養調査２００５）、珊 ～７４歳で

みるとメタボリック症候群が強く疑われる者と予備

軍を合 わせ た割 合 は、
男 性６０．５％、 女性１９．８％

であり、食生活の改善とともに、運動習贋の徹底

によるメタボリック症候群の予防に向けた取り組み

の重要性カミいわれている（厚生統計協会２００７）。

昨年度の研究結果では、健康増進施設の利用者

は、ほとんどの人が健康な生活習廣と健康状態を

保っていた。また、運動習慣のある人の方が健康

僻寺能カも高く保っていることがわかった（守屋他

２００６）。これらの人々 の運動習１貫と健康観を追跡

して調査することは、運動の継続を促す支援を検

討する…助 になると考完た。

本研究は、 織売研究であり昨年度の調査から１

年後に実施し、健康づくり活動に参伽している

人々の運動習１貫の維持により、健康状態、健康習

慣、健康保持能力淋どのように変化するのか明ら

かにする。さらに運動を継続した要因、継続しな

かった要因を明らかにすることを目的とする。

巫． 用 語 の定 義

運動を 織売して行うことは、健康な生活 習１貫を

維持する上で欠かせないものである。本研究では、
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国民栄養健康調査で用いられる運動習憤１の定義

である、
「１ 回３０分以上の運動を、遇に２回以上

実施し、１年以上継続している」者を運動習贋の

あるものとした。

巫． 調査 方 法

１、 調
査 対象者

調査支橡 は、静岡県掛川市の東遠カルチャー

パーク総合体育館「さんり一な」を利用していた

２０歳以上の男女のうち、平成１８年の質闘紙調査

において同意書φ返送と繊売研究に参加の意志

表 示があった 人とし、
２別 名 であった。

２． 調 査 目

平成１９年８月

３、 データ収集方法

自記式質問紙による郵送調査を昨年度の調査

から１ 年後に実施した。

４． 調 査 項目

１）基本的属性

（１）年齢、（２）†甥ｊ、（３）家族構成、μ 瀦 業、

（５）ＢＭｌ （Ｂ６ｄｙ Ｍ◎ｓｓｌ∩ｄｅｘ）：体重（ｋｇ）／〔易

長（㎜）〕２で計算され、臼本肥満学会の判定基準

である、
１８．６ 以下をや せ、１８．５～２５ を正 常、２５

以上を贈溝１度、３０以上を贈繭２度で肥満の程

度を判定した。（６）運動習１貫：運動習贋の有無は、

１ 回３０分以上の運動をしているか、週に２回以

上運動をしているか、１ 年以上運動を 繊売してい

るか、についてそれぞれ選択形式で尋ねた。

２）健康習１貫

胃常生活習１貫が身体的健康度と強く関連して

いるこ三とは Ｂｒｅｓｌｏｗ らにより実 証されている。

Ｂｒｅｓ１ｏｗ の ７ つ の健 康 習 質（Ｈｅｃｌｌ†ｈＰｒｏｃ†ｉｃｅ

ｌ∩ｄｅｘ：ＨＰｌ）は、
（１）魑 民を ７～８ 時間とる、

（２）朝

食を毎目食べる、（３）闘食をしない、（４）喫煙をし

ない、（５）飲酒または節飲酒をしている、（６）遭性

体重を維 持している
、
（ア）規員
、
１１的 に運 動している、

の７つから構成されている。米国において過去に

ＨＰ１得点を構成する健康習慣の７因子に関して調

査が行われており、目本では東京都における男

女の調査データが発表されている（森本，１９９１）。

ＨＰ１得点は、各因子を１点として７つの健康習１賢

のうちいくつ該当するかにより１－７点で配点した。

得点が高いほうが良い健康習１貫を保っていること

に征る。本調査では、 冊 得点を健康習慣とした。

３）健康状態

ＭＯＳ３ひ１†ｅｍ Ｓｈｏ 杵 ｏｍ Ｈｅｏｌ†ｈＳｕ～ｅｙ

（Ｓト３６ｖ）は、１９８０年代に行われた大規模なアウ

トカム 研 究の先 駆けである Ｍｅｄｉｃｏ１Ｏｕ†ｃｏｍｅｓ

Ｓ杓ｄｙ（ＭＯＳ）を通じて完成された。目本では福原

（２００４）により員本語版が開発され、健康に関す

る包括的尺度として普及しているものであり、バ ー

ジョンアップしたＳＦ－３６吻 では国民漂準値も設定

されていることから、それを基準とした評価も可能

である。 質間 項冒 は、（１）身 体機 能（ＰｈｙＳｉＣＯｌ

ｆり∩ｃ†ｉｏｎｉ∩ｇ：以 下 Ｐ戸）、
（２）目 常役害１機 能〔身 ㈲

（Ｒｏｌｅρｈｙｓｉｃｏｌ：以 下ＲＰ）、（３）身 体の 痛 み

（Ｂ◎ｄｙ ｐｏｉｎ：以 下ＢＰ）、
（４）杜 会生 活機 能

（Ｓ◎ｄｃｌ１ｆＵ∩ｃ†ｉｏｎｉｎｇ：以 下ＳＰ）、
（５）全 徽勺健康

観（Ｇｅ∩ｅｒｏｌ ｈｅｏｌ†ｈ ｐ餅ｃｅｐｆｉｏｎｓ：以 下 ＧＨ）、

（６）活力（Ｖｉ†ｏ脚：以下 Ｗ）、（７）日常役害１機 能

１精神〕（Ｒｏｌｅ ｅｍｏポｏｎｏ１：以 不 ＲＥ）、
（８）心の 健

康（Ｍｅｎ†ｏｌｈｅｄ†ｈ：以下 ＭＨ）の８ つの健康概

念を測定するための複数の質間から構成されて

いる。 本調査では、主観的健康状態として

ＳＦ－３６吻 得点を健康状態とした。

４）健康保持能カ

Ａ．Ａｈｆｏｎｏｖｓゆ の Ｓ 釧 ｓｅ ｏｆ Ｃｏｈｅｒｅ∩ｃｅ

（ＳＯＣ：首尾 一 貫感覚）は、
Ｓ◎１ｕ†ｏｇｅ 鴫ｓｉｓ（健 康

生成論）において提唱したストレス対応能力の発

展的な概念である。健康生成論は逆境や強烈な

ストレッサーに曝されながらもなお 健康でいられる

人々、ときにはそれらを成長の糧にさえしている
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人々が共通してもつ要因や条件に着目し、健康

の 僻寺増進要因の理論化・体系化をしたもので

ＳＯＣ はその中核概念である（山崎１９９７）。今臼ま

でに２０ヶ国近い国々 で訳され、このスケールを

活用した実証研究が公表されている。目本にお

いては、日本語版スケールカ汕 騎らによって作成

され、 東京都における調査（山崎，１９９９）で平均

得点が公表されている。ＳＯＣ は、（
１）把握可能感

覚（ｃｏｍｐｒｅｈｅ∩ｓｉｂｉｌｉ彬）：環境 からの 刺 激は 予測

可能なもの・理解可能なものであると感じられる能

カ
、
（２）処理 可能 感覚（ｍｏ∩ｏｇｅｏｂｉｌｉ彬）：環 境か

らのさまざま桂刺激に対し、何とかうまく対処でき

ると感じられる能力、（３）有意味感

（ｍｅｏｎｉｎｇｆｕ１ｎｅｓｓ）：環 境 からの 刺激 に 対処 する

ことは意味があると感じられる能力、の３要素から

なる。
ＳＯＣ スケ ー ル は２９ 項目 であるが、そ

の縮

約版１３項扇の得点を本調査では、健康保持能カ

とした
。
１３ 項目スケー ル のα 係数 は ０．８３，

２９ 項

目スケールとの相関係数０．９３と山崎（１９９７）らに

より縮約版の有効性が示唆されている。

５） 腫 動を織売または継続しない理由」について

は
、
白 由 記載 で尋 ねた。

５．
分 析方 法

１）上記調査項目１）～４）は数量化し、統計手法を

用いて角斬 した。分析には、統計解析ソフト

ＳＰＳＳｖｅｒ１４ を使用した。

（１）基本的属性にっいては、記述統計を実施した。

また、 年齢、ＢＭｌにっ いて は、前 年 度と嗣 様の 階

級幅を設定し、その階級幅に属する度数を計算し

た
。

（２）運動 習憤１の有無については、その有無に関

する記述統計を実施した。また、 糊１ｊ、年齢別運

動習廣については、前年度と同様の階級幅を設

定し、その階級幅に属する度数を計算した。

（３）健康状態、健康保持能力に関しては、平均値、

標準偏差、の記述統計を算出した。健康状態は

Ｓ戸一３６ｖ２得点の８つの下位尺度とサマリースコア

を、国民漂準値に基づいたスコアリング

（∩ｏｍ÷ｂｄ鳴ｄｓｃｏ桁ｇ：ＮＢＳ）により算 出し、 国 民

標準値を６０点とし、その標準偏差を１０点として

変換される。これにより８つの下位尺度と２つのサ

マリースコアは同じ平均値と同じ標準偏差を持つ

ように得 点化されるため、これを比 較し
た
。

（４）健康習慣については、ＨＰｌとしての総合得点

の 平均 値
、
標 準傭 差

、
の 記述 統 計を算出した

。
そ

の際、累積度数と累積相対度数を表した。

（５）変数間の関係性を分析する際には、両方が質

的変数の場合、クロス表を作成してその傾痢を把

握した。また、一方が質的変数でもう一方が量的

変数の場合には、グループ別に平均値を算出し

てその比較を行い、変数間の ｔ 検定と
一元配置

の分散分析で関係の有無について検討し、両側

検定で５％未満を有意水準とした。

（６）欠損値の取扱については、各尺度の欠損値

の取扱の取り決めに準ずる。

（７）自由記載のデータはよく読み、共通する意味

内容により、昨年度のカテ
ゴリーを参考に分類し

名 称をつける。該当するカテゴリーがない場合は

新たにカテゴリーを作成した
。

６． 倫 理的 配慮

１）本調査は、ＭＯＮＡＣ・掛川市健康調査助成制

度公募規定に沿って実施した

２）調査の実施に関しては、掛川 市教育委員会か

らの許可を得て行った。

３）対象 者 には
、
調 査の 趣 旨

、
匿名 性
、
調査 へ の

協カは自由意志によるものであること、調査で得

られたデータは調査以外に使用し征いことを文書

で説明した。 同意書は前回調査時に返送してもら

っているため、本調査では、質間紙の返送をもっ

て調査協カの受諾とし、質間票は無記名のまま取

り扱った。

４）前回の質間紙において調査への繍売協カの
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意志表示があった対象者が自記した氏名・住所に

ついては、本調査以外の目的では使用せず、質

問紙の発送手続きの終了次第、氏名・住所のデ

ータは破棄し、個人庸報の保護に細心の注意を

払うことで対象者に不利益のないように配慮した、

５）個人庸報は、施錠可能な場所で厳重に管理し

た、

６）質間紙は無記名であるが、分析の過程でマツ

チングする必要があるため、返信用奏摘 に番号を

付し、個人が特定されないよう数量的に取り扱っ

た。

７）ＳＦ３６ｖ２の使用にあたっては、健康医療 調面

研究機構に対し、使用同意書・使用料を支払い契

約を交わしている。

８）ＳＯＣ 冒本版スケーノレの使用にあたっては、使

堀権利所持者山崎喜比古氏の了解を得ている、

９）本調査は、東京女子医科大学倫理委員会の審

査において承認を得て実施した。

表１ ８Ｍ１の判定別人数

１Ｖ． 結 果

質間紙は、昨年度の調査において継続研究へ

の参加の慧思表示のあった方の指定した住所 へ

２幽 部を郵送配付し、１９３部回収（回収率７５．９％）

した、そのうち記入漏れのない有効回答は、１５７

部（有効回答率８１，３％）であった。

１． 継続調査対象者の概要

対象者は、勢性 飴 人（４２、眺）、女性９１人

（５８
．
眺）であった、

年鈴は、２０歳代１１人（７％）、３０歳代
１３人

（８，
３％）、
ω 歳 代３２名（２α４％）

、
５０ 歳代 ４９ 名

（３１，２％）、
６０ 歳代 ４１名（２６，１％）７０ 歳 代（７．０

％）と、

ω～６０歳代で８割近くを占めていた。

８Ｍｌの 平均 値（± 標 準偏 差） は、２１．８（
±２
，７）

であり、目本肥満学会の判定基準に基
づき、やせ、

正常、肥満、に群わけすると表１に示した通り、

１１５ 人（７３．３％）が 正 常域 にあった。

人数 ％ 累積％

や せ １４ ８９ ８
，
９

正 常 １１５ ７３．３ ８２．２

撤 削 度 ２７ １７．２ ９９μ

撤 商２ 度 １ ０，６ １００．０

合計 １５７ １００Ｃ

運動習廣は、国民栄養健康調
査で用いられる

運動 習廣の定義□ 回３０分以上の運動を、週に２

回以上実施し、１ 年以上継続している」に該当す

る人を運動 習廣ありとした。運動習廣あり８８人

（馳、１％）、運動習慣なし６９人（４３９％）で
あった。
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図１ 男女別運動習廣の有無

運動習廣の有無を男女別にみると（図１）男性

は女性よりも運動が習廣化されている人が多く、

有意に男女の運動習憤１に差があることが示された

（λ
２二 ８ｂ

，
ｄｆ二１
， ｐ
：１，００３）、

また、運動習廣の有無を年齢別にみると（図２）、

運動が習贋化されている人は２０－３０歳代と 珊

一５０歳代で５０％であるのに対し、６０－８０歳代

では７０％であり、２０－３０歳代、ω 一５０歳代と比

較して６０－８０歳代のほうが運動が習贋化してい

る割合は多かったが５％水準での有意差はなか

った（λ
２：５４ ｄｆ：２，ｐ二，

０６４）
、
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図２ 牢齢別運動習慣の有無

ＨＰ１得点は、乎均値は６ 点であった後表２に示

すように３点以下は少なく、４ 点以上が９０％を占

めて いた
、

姜

／ 肝 砕 蟹Ｐ Ｇト１ Ｖガ ＄ １モ ＭＨ

妻 團３ 園氏標準徳に墓づく平均値

表２ 健康習慣得豪叙酬の割含

得点 人数’ ％ 累積

１点 ０ ０ ０

２ 点 １ ０語６ ○撞６

３ 点 用３ ８目３ ８葭
９

４ 点 ３３ 刎 鶉０ ２９葦９

５妻叙 ６２ ３３目乃 ６３竃噸

６ 点 ４０ ２６竃５ 総聾６

ア 点 招 Ｈ
垣
δ ㎎００量Ｏ

含 許 肥７ 弓００
鶉
０

Ｓドー３６ｖ２得点は為鰯民標準櫨に基づくスコアリ

ング得点で比較すると為平均植±標準偏差は、昨

６しア± ９彗２為
ＲＰ５０
覇６
± ８霞６為。

魯Ｐ ４９葭ア± 弓α４為

Ｇ 料 ６㎎２ 土 巧Ｏ豊６為
Ｖ↑ ６ふ４± ７

鶉
９
茂 Ｓ
ド ６０葭２± 魯毒９為

腿 馳鶉３ ±８目
６
茂 Ｍ Ｈ 引 鶉３± ８聾５ で あ っ た獲

園 ３ に

示すように、Ｗ（溝力〉が園展標準億より３μ 点商

いほかは為どの下位尺度もほぼ圏民標準鰹に｝

致していた繊

ＳＯＣ は茂平均値６１±ｌ１であった、 先行研究

（山騎 汐９９）による一般成人の平均値５ア± 肥 で

あり、これに比較すると本研究の対象者の碍点は

商く曳縫瞭繰持能カが商い緒果を碍た、

運動 習 慣の 有無と
茂
邑Ｍ１，ＨＰｌ，ＳＯＣ に は ｔ 検

定で荷意差はなかった、

２囲 敵隼慶のデータとの比較

運動習慣あり雛（ｎ劣８）について敵年度（守麗

他２００６）と今隼の各指標の平均値を比較する繊以

下今年の平均値との差を述べる。ＨＰ１ はＯ為ＳＯＣ

は プラス㎎曳Ｓト３６ｖ２の 下位 尺 度は、
Ｐド プラス１

、

照 Ｏ
為
８Ｐ プラス涌、 ＧＨ

プラス㎎
為
ＶＴ プラスて

、

腿 ０と曳１ 年敵に此較して得点の低下はなく為ほ

ぼ岡じ得点を維持しており、ｔ 検定で有意差はな

かつた怨９Ｍｌはマイナス１であり灸ｔ 検定で育意叢

はな かっ た簿

昨牢度の調翻 勃 ち運動習慣を持ち続けてい

る人をザ２年以上運動習慣ありＪア２ 人（砺嘉脇）、昨

牢度もしくは今年度運動習慣があった人を〔 年

運動習慣ありＪ３２人（２０霊３％）、昨牢魔も今年度も

運動習慣がない人を 瞳動翻質なしＪ６３人

（３３お据）として
蒐
３ 鱗 闘で 爵Ｍｌ，ＨＰ１茂

ＳＯＣ
，

Ｓト３６ｖ２の下位尺度得点の平均値を比較した（表

３）
繊
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表３ 運動習慣別各指標の平均値

指標 運動習慣 平均値 標準偏差 Ｐ （戸；

１３Ｍｌ ２ 年 以 土 ２１．８ ２，７１ ｔ２

１ 年 ２１，７ Ｚ５８ ㎜ †
３．

な し ２１．
７ ２

．
９２

童

ＨＰ１ ２牢以上 ５ １

１ 年 ５ １
ｖ，７

，０９０ †

なし ４ １
は

ＳＯＣ ２ 年 以 上 ６１．β １２．４
れプ

１ 年 ６４．勿 １ｏ．１ ．３６２ リ ー

なし δ８．８ ９，３９ 運重

ＳＦ－３６ψ は

身体機能 ２牢以上 ５２．７ １０伽
【体

（ＰＤ １ 年 ５１，８ ６．９２ ．脳０

なし ５０，３ ９．３５
めプ

目 常 役害 機 能 ２ 年以 上 ５１．δ ８．ア９
あく

１身 ㈲ ㈹ ） １ 年 ５０．４ ７．幽 ．改氾
動

な し ４９
，
２ ８

，
８５ が’

身 体の 痛 み ２ 年以 土 ５１．６ １０．５４ 理

㊧ｐ） １ 年 ４９、、 ８，８０ ．α兜 † 状

な し ４７
．
５ １０．８７

動

全 体 的 健 康 観 ２ 年以 上 ５２，０ １１，１５

（ＧＨ） １ 隼 ５２．７ ８．３５
防

．２３０

な し ４９
，
２ 】Ｏ

，
９０

肥
＃

活 カ ２ 年以 上 副、５ ９．０３
め

～つ １隼 劉μ ５．４６
似７ ＊ 防

な し ５１
．
２ ７

．
２３

杜会 生 活 機 能 ２ 年以 上 ５】、０ ８．１７ たジ

６ う １ 年 ５】．１
７
．
１６

．
２３９

躍
な し ４８，

５ １０
．
６

一
目 常寄賭１機 能 ２ 年以 上 ５１，５ ８．０３

備 神〕侭Ｅ） １ 年 ４９．９ ８．２２ ．２９５
３ メ

なし ４９，１ ９．５０
りた

心の 縫 療 ２ 年以 上 ５１．９ ９．６３ 齢

㈹Ｈ） １年 ５３．９ ５．５３ ㎜ ＊ 理

なし ４８，９ ８．１１ 樽

＊ Ｐ＜．
０５ † Ｐく。

１

運動習慣なし群に比較して、２年以上運動習１貫

あり群と１ 年 運動 習 質あり群の ＨＰｌ，
ＳＯＣ
、

Ｓ戸一艶ｖ２の下位尺度得点の平均値は高くなって

いた。
一元配置の分散分析を行ったところ、ｗ

（戸二３，
１２６ ｄｆ＝２ ｐ＝．０４７）、

ＭＨ（戸＝３，８８１ ｄｆ

ｔ２ ｐ＝、０２３）に 有意 差を認め
た
。

運動を継続するまたは継続じない理由

運動を繊売する理由「あなたが運動を織売して

いる理由は何ですか」（自由記載）の間への回答

は、
１６カテゴリー に 分類され、２１

３コードが 得ら

れた。以下カテ
ゴリーを【 】で示した。主桂カテ

ゴ

リーについて説明すると、【健康の維持・増進】は、

運動を 織売することでより健康に征ること、あるい

は現在の健康を保ちたいという理由であった。

【体力の維持・増進】は、体カや筋カを高めたり強

めたりする目的で運動を続けているという内容で

あった。【運動が好き・楽しみ】は、ある競技や運

動が好きであるという内容や、身体を動かすこと

が楽しみとなっていることが運動を継続している

理由であった。【健康
障害の改善】は、すでに症

状や持病のある人が症状の改善を目的として運

動を 繊売している内容であった。【健康障害の予

防】は、生活習憤病やメタ
ボリック症候群の予防、

肥浦にならないため、肩こりや腰痛にならないた

めなど、病気や特定の
症状を起こさないように予

防のために、運動を 繊売している
内容であった。

昨年度の調査の 腫 動を始めた動機」で得られ

たカテゴリーを参考に今年度の「運動を 繊売する

躍菌」を分類したところ、新たに得られたカテ
ゴリ

ーは、【老化予防】、 晦 調保持】、【生きがい】、の

３カテゴリーあった。【老化予防】は、寝たきりにな

りたくない、加齢により衰える筋カを保つなど、
加

齢に伴う変化を防ぐ、予防する、防止するといった

理自ヨで運動を 継売する内容であった。【体調保

持】は、運動すると心身 爽１史であることや体調管

理という理由で運動を継続している内容であった。

【生きがい】は、運動を継続することが生きがいに

なっているという内容であった。
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表５運動習廣別運動を継売する理由

運動習１貫

カテゴリー ありの記述

コ ード

健康の維持・増進

体カの維持・増進 １

運動が好き・楽しみ １

健康 轄の改善 １

健康障害の予防 １

ストレス解消 １

老化予防 １

／フレツシュ １

コミュニケーシ１ン １

体調保持 １

鰯罐 １
美容 １

競技技術の向上 １

習贋 １

生きがい １

その他 １

運動習慣

なしの記

述コード

運動習１貫の有無別の運動を継続する理由を表５

に示した。運動習１貫の有無による運動を継続する

理由の記述には大きな違いはなかった。

一方、運動を中断した理由「あなたが運動を行

わなくなった理菌は何ですか」（自由記載）の間へ

の 回 答 は
、
５ カテゴリー

、
２３コードであった。 以 下

カテゴリーを ｎ で示した。【忙しくなり時間が取れ

ない】、【病気になったため】、【他の事を始めた】、

【面倒になった】、【季節が変わった】、であった。

Ｖ
．
考 察

健康増進施設を利用して健康づくり活動に参加

している市民の運動 習１貫の有無により、ＨＰｌ，

ＳＦ－３６吻、
ＳＯＣ がどのよ１うに 変化 するの か、また

運動を継続した要医１または運動を継続しなかった

要因について考察する。

五、継続調査 対象者の特徴

本調査の支橡 者は、市内の健康増進施設の利

用 者のうち、昨年度の質聞紙調査（守屋他２００６）

で１０３７部配付（回収率 釧％）し、 繊売研究へ参

加の意、思表示のあった２刷 人に対して今年度の

質間紙を配付した。今回の回収率ア５．９％という結

果は、運動習廣や健康に対する関心の 高い集団

であることを示していると考完る。

４０歳～６０歳代の壮年期後期にある人が８割を

占め、そのうち６割弱が女性であった。昨年度の

質間紙の配布に際して、２０歳～３０歳代の青年期

後期から壮年前期の年代と思われる人の中には、

質間紙の配付を希望されない方や子供の運動の

付添できている方も見受けられたことも、この年代

の人の研究への参加が少なかった理由と考えら

れ、質闘紙の配付方法に検討の余地はある。

ＢＭｌは７割以上が正常域にあり、肥満２度は１

人であったことからも遭性松体重の維持が可能な

健康な生亨調 慣を持つ人カミ多い集団であるとい

え る。

呼成１７年度の国民健康栄養調査 で運動習

慣のある人は男 性 ３０．７％、
女 性２８．２％という結 果

と比較して、昨年度の調査結果（守屋他２００６）同

様、本研究の対象者も運動習１貫を持つ人が多い

集 団といえ、 運
動 習憤１のある人 は、 艶、１％であり、

男女別にみると男性の７０％、女畦の 珊％以上に

運動習憤：があり、男性のほうが女性に比較して有

意に運動が 習廣化されていた。また、昨年度の調

査罰勃 も運動習慣を持ち続けている「２年以上運

動 習１貫のある人」は、
４５．９％ であり、

１０％ の人 は

この１年に運動が習慣化したと考えられ、運動習

慣を持ち、健康に関する 繊売研究に参加 すること

からも健康増進活動への関心の高さと運動の習

慣化との関連は検討の余地があると思われた。
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トｌＰｌ
，
Ｓ悶６ｖ２，

ＳＯＣ の 得点 は、 国民 の標 準値

に比較して高い結果を得たことから、健康習贋が

身についている、健康状態が良く保たれている、

健康保持能カの高い、集団であるといえる。

２、 運動習慣の有無と健康状態、健康習慣、健康

保持能カの関連

運動習贋２年以上あり、運動習廣１年あり、運動

習贋なしの３ 群間では、Ｓドー３６ｖ２の下位尺度のう

ち、
訂活力１（Ｗ）と「心の健 劇 （ＭＴ）において有意

差を認めたむこのことから運動 習贋には、何か
は

うと意欲を持ち行動する原動力となる、
「活力」や

「心の健 騎 が影響することがわかった。これ等の

因果関係は今後検討の余地があると考える。

また、運動習廣あり鮮について各 撤票の得点の

平均値を前年度と比較すると、前年度の得点を維

持して おり、低 下 は
なかった。こ

れまで
、
ＳＯＣ は

精神的健康度坤 ＱＯＬとの関連は明かにされてき

ている（小 田 ９刃）（桝本２００１）淋、身 楠勺
パラメ

ータや運動習廣との関連については鯛かにされ

ていない。健康生成という概念でみると、運動習

慣を維持することや獲得するこ二とが人によっては

その人自身がもつ健康な部分の促進に役立つと

考えられる。市民が健康増進施設を利用しやす

いように情報提供することや様々な二一ズを持つ

利用者に筒けて環境を整乏、運動に親しむきっか

けづくりなどが求められていると思われた。

３．運動継続または中断の 要因

運動習１貫を継続する理由は、一健康の維持・増

進】
、
【体力 の 維 持・増 進】、【運 動カ

茎好き・楽しみ】、

【健康障害の 改善】、【健康障害の予防】、【美容】、

【競技技術の向上】など、昨竿の運動を始めた動

機と』致する内容が多く見られ、多様な理繭によ

り運動習１質が継続されていた 一方で昨年にはな

かっ危、【老化予防】、【体調保 矧、【生き淋い】
淋

あげられた。これは、運動を継続する中で
ｒ健 駿、

ｒ健康障害」といった大きな概念から、老化や老い、

体調 の 善し悪し
、
生きる 喜び、といっ

たより身近 に

目々感じている内容が運動を 織売する理菌として

上げられたと考完る。また、運動を中断した理
由

は、【忙しくなり時間が取れない】、【病気になった

ため】、【他の事を始めた】など、個人的な状況に

起因する肉容であり、健康増進施設のプログラム

や利用条件などの内容は認めなかった。

本研究は、亥橡 者数
が少なく、統計的有意差を

得るに はサン プノレ数の 点で 限界 があった。

珊
、
まとめ

本研究は、昨年度の調査から王年後に実施し、

運動 習贋の有無による、健康状態、健康習贋、健

康保持能力の変化と運動の継続に影響する要因

について検討した。その結果、以下のことカ湖 ら

か になった。

１． 運
動 謝 賢は、

努 女により差があり
、
運動 習１貫の

ある人 は、 男惟の 方
が有 意に 多かった。

２、交像 者の健康状態、健康習贋、健康保持能力

は、国民標準値に比較して高い結果を得た。

３．２ 年以 上運 動 習１貫あり、
１ 年運 動 習１貫あり、運

動習慣荏しの３群間では、Ｓ戸一３６吻 下位尺度の

暗 力」および 叱・の健劇 は有意な差があり、これ

らは運動習廣と関連のあることがわかった。

４、運動習１貫あり群について、各指標の得点の平

均値を前年度と比較すると、前年度の得点を維持

しており、 低下 は
なかった。
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